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 ■ 山口県周南市

取組概要

共通課題

個別課題
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● 郊外への大型店舗進出などにより徳山駅周辺の大型店舗が多数閉店し、中心市街地への来街者数が減少
● JR 徳山駅東側の６つの商店街（以下、総称して「徳山商店街」という）いずれにおいても、商店主の高齢化、後継者不在

などの理由から空き店舗が増加

● 商店街の活性化に向けた取組方針
の明確化

● 新規出店した店舗の収益性向上
● 遊休不動産の活用

● 徳山エリアの魅力発信
● 来街者の回遊性の向上

● まちづくり会社の設立
・ 中心市街地の 30 ～ 40 代の若手

商店主が中心となり、2010 年 10
月に「㈱まちあい徳山」を設立。

・ 周南市中心市街地活性化協議会
と連携しながら、取組の検討を
開始。

● 集客に向け様々なイベントを開催
・ 「Minna-project:Shunan」 と し

て、「みんなのバザール」や「街
歩きツアー」など、様々な集客
イベントを実施。

・ しかし、徳山商店街の商店主か
ら「売上につながらない」との
声が上がるなど、根本的な課題
の解決には至らなかった。

● まちづくり会社の取組方針の転換
・ 来街者を対象としたアンケート

調査を実施して、㈱まちあい徳
山の取組方針を再検討。

・ イベントによる集客ではなく、
新規出店の促進と、各個店の収
益性向上に資する取組を行うよ
う方針を転換。

● 新規出店者を対象とした各種サポートの
充実

・ ㈱まちあい徳山が、事業計画書の作成
支援や開店後の経営アドバイスを行う
など、新規出店者の収益性向上に向け
たサポート体制を拡充。

・ また、店舗改装費を対象とした周南市
の補助制度「周南市中心商店街テナン
トミックス推進事業」の活用を促進し、
新規出店の後押しを行った。

● 遊休不動産を活用した新たな拠点の整備
・ ㈱まちあい徳山が出資する㈱ minna

が、旧銀行建物をリノベーションし、5
店舗が入居する小規模な複合商業施設

「bloom & dream（b&d）」を開業。
・ 雑貨店や、書店、美容院、フラワーショッ

プ、カフェ & ダイニングが入居。若者
やファミリーなど新たな客層を呼び込
んでいる。

・ また、㈱まちあい徳山が、商店街の中
心地にある空きビル（旧和光ビル）を
リノベーション。物件オーナーと低家
賃で定期借家契約を結び、入居者に転
貸するサブリース事業を実施。

・ 洋菓子店や、コワーキングスペース、
コミュニティスペース、オフィスなど
が入居した商店街の新たな拠点として
再生した。

● 情報発信サイト「Tokuyamap」
の開設

・ 回遊の促進を目的に、地元在住
の記者がまちの魅力を発信する
Web サイト「Tokuyamap」を開
設。地元の民間企業 10 数社の協
力を得て、協賛金で運営されて
いる。

・ 老舗から新規出店の店舗まで、
地元在住の記者ならではの視点
で情報を発信。山口県内だけで
なく大阪や東京からも多くの閲
覧者を集め、月間 15 万 PV 以上
の閲覧を達成している。

● 小さなワーキングスペース
「Tokuyamap スタンド」の設置
・ JR 徳山駅に来訪した方に徳山の

魅力を発信するため、新幹線の
駅構内に「Tokuyamap スタンド」
を設置。

・ 無料で使える電源コンセントと
地域イベントや街の PR 映像を
放映するモニターを整備。充電
をしながら作業ができるスペー
スとしつつ、情報を拡散する場
として活用。

2010 年頃～｜まちづくり会
社の設立・取組方針の模索

2012 年頃～｜遊休不動産の
活用と新規出店の促進

2018 年頃～｜
情報発信の充実化

5 店舗が入居する複合商業施設「bloom&dream」 複数のテナントが入居した「旧和光ビル」

商店街の抱えていた課題及びそれに対する取組の概要1

❖来街者のニーズを満たした店舗や新しい機能の導入により、新たな客層を呼び込み、来街者数が増加
・ 新規出店の促進やテナント誘致により、カフェやライフスタイルショップなど、従来から住民ニーズはあったものの商店街に不足して

いた多様なテナントが出店。住民ニーズに合った出店により、女性を中心とした幅広い年代の集客、休日における市外からの来街者の
増加につながった。

・ リノベーションした旧和光ビルには、県内外から飲食テナントやコワーキングスペース、コミュニティスペースなどが順次入居。商店
街になかった新しい機能がもたらされたことで、新たな客層の取り込みに成功し、来街者の増加につながっている。

❖新規出店した店舗の好調な経営実績が良い評判を生み、更なる新規出店を呼び込む好循環の創出
・ 新規出店した複数の店舗が人気を博し、短期間で初期投資を回収できたことなどを受け、出店者の友人などを中心に出店希望者が増加。

2011 年から 2021 年 10 月までの約 10 年間で、新規出店数は約 60 店舗にまで増加している。

取組の成果2

新規出店と情報発信を組み合わせた来街者を呼び込む仕掛けづくり
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■所在地：山口県周南市
■人口（山口県周南市）：約 14 万人
　（2021 年１月１日時点）

JR 徳山駅周辺に、６つの商店街（徳山みなみ銀座商店街、徳山銀座商店街、中央街、銀
南街商店街、徳山糀町通商店街及び PH 通り）が存在し、地域住民の買い物や憩いの場
となっている。近年は、新しく駅ビルが完成し、中心部の活性化につながっている。

主要な
取組

中心的な
組織・
関係者

外部の
連携組織・

関係者

1 3

社長河村氏｜家業を継ぐために徳山に帰ってきたことを機に、代表に就任。テナ
ントミックス事業などを推進。

社員｜Tokuyamapの記事・動画作り・
企業への営業などを実施

補助金制度の紹介や
事業計画書の作成支援、
開店後の経営アドバイス
などを通じ、サポート

㈱まちあい徳山｜周南市や中心市街地の民間企業、徳山商工会議所などの出資を受け、30～40代の若手商店主を中心に2010年10月に
設立。徳山商店街におけるテナントミックス事業などを推進。

徳山商店街の個店｜㈱まちあい徳山のテナントミックス事業などを経由し開業。飲食店や
衣料品店、ストレッチ教室など個性的な店舗が出店している。

周南市｜㈱まちあい徳山への出資や業務委託などによる人件費や事業費の支援、空き店舗への出店を促進するためのまちなか出店サポー
トセンターの運営費補助、商店街活性化イベントへの助成など、各種支援を実施

徳山商工会議所｜㈱まちあい徳山への出資や新規出店者へのサポートを実施

㈱minna｜bloom&dreamの運営（㈱まちあい徳山が51％出資）

物件・土地オーナー｜テナントミックス事業や旧和光ビルのリノベーションに協力

地方銀行など｜新規開業時のサポートや再開発事業に対する融資

地域の企業｜再開発事業への出資・協力

2

徳山商店街の組合｜６つある各商店街の管理・運営

取組実現のための推進体制～域内外人材等の連携プロセス～3

1 商店街の個店や来街者のニーズを把握し、取組の PDCA サイクルを構築
モータリゼーションの進展及び郊外への大型店舗進出などにより、徳山の中心市街地は活気を失い、商店街は空き店舗が増加。中心
市街地に関わる全ての人が便利に暮らせて楽しく過ごせるまちづくりを実現するため、2010 年に㈱まちあい徳山は設立された。当
初は、集客イベントを多く開催してきたが、商店主から「人は集まっても、売上につながらない」などの声が上がった。また、来街
者のアンケート調査（400 人程度）の自由回答欄には、イベント自体は評価するものの「シャッター商店街を PR して何になるのか」
という厳しい声もあった。
商店主や来街者からの「生の声」を踏まえ、店舗がないところでイベントを開催して一時的に人を集めても本質的な課題を解決でき
ないことに気付き、取組の方向性を大きく転換。新規出店を促進させること、個店の収益性の向上を図ることに着手した。徹底した
ヒアリングで事業の効果を分析し、取組を改善する PDCA サイクルを構築したことで、新規出店の呼び込みや回遊性を上げる取組
の開始につながった。

2 新規出店後の事業継続をサポートする体制の充実
新規出店に際して、市から店舗改装を行う補助事業などが実施されてきたが、経営面での開業の後押しや事業の継続に向けたサポー
トの拡充に課題があった。このため、新規出店者に対し、事業計画書の作成や開店後の経営アドバイスを行うなど、収益向上と事業
継続のためのサポートを拡充。収益を上げる新規店舗の出現は、口コミなどで新たな出店者を呼び込み、自然と新規出店を促進でき
る環境を生み出した。出店希望者と空き店舗物件のマッチングだけでなく、出店者が、出店後も安定的に収益を確保することができ
るよう支援を行い、事業運営の継続性を高めるための支援体制を構築することで、魅力的な個店の集積につながっている。

3 新規出店の場づくりと来街者のニーズに合致したテナント誘致
来街者アンケートや商店街の店舗構成の分析などにより、地域住民のニーズは高いが、商店街にない業種・業態が複数あることが分
かった。このため、㈱まちあい徳山と㈱ minna が協働し、５店舗が入居できる商業施設「bloom&dream」の開業とテナント誘致を実施。
地域住民ニーズに合致したテナントを選定し、カフェ & ダイニングや雑貨店などが入居するに至った。また、旧和光ビルのリノベー
ションでは、オフィスやコミュニティスペースなどを誘致・導入し、住民の声に応えた機能を持つ複合施設を作り上げた。来街者の
ニーズを把握してテナント誘致を行ったことで、幅広い年代の集客や市外からの来街者の増加につながっている。

取組のポイント4

商店街と周辺の基本情報5

●㈱まちあい徳山の設立
　　　●  Minna-project:Shunan とし

て様々なイベントを開催

●新規出店者へのサポートの充実化
　　　　　● bloom&dream（b&d）の開業
　　　　　　　　● 旧和光ビルのリノベー

ション・開業

● Tokuyamap の開設
　　　　　　● 「Tokuyamap スタンド」

の設置

1 次項の取組のポイントに対応

2010 年頃～｜まちづくり会
社の設立・取組方針の模索

2012 年頃～｜遊休不動産の
活用と新規出店の促進

2018 年頃～｜
情報発信の充実化


